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1 1ま  し 力ヽ  き

放牧初期における発育停滞防止を目的として,放牧馴散
時における粗飼料の種類が入牧後の発育に及ぼナ影響につ

いて検討した。

2 試 験 方 法

1 試験期間
入牧前 3週間及び入牧後

`週
間とし,昭和51年 4月 23日

から同年6月 25日 までとした。

2 供試牛
県内農家から借上した生後Z7カ 月令のホルスタイン

種. 24頭を供用した。

3 試験結果および考察

1 飼料の摂取量
飼料の摂取量を,各養分の必要量に対する充足率で示し

たのが図 1みび図2である。

入牧後の充足率は,補助飼料無給与区が入牧 1週間で67

,に低下し以後はlF直線的に上昇しているが.補助飼料給
与区は,入牧後 1週間及び 2週間でそれぞれ77,.“ ,と
低下の理慮が少ない。補助飼料中止によリーユ低下するが

5～ 6週にいたり前者に近くなっている。ビートパルプ給
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3 区の構成(表 1)
放牧馴致期間及び入牧後 2週間における飼尉の給与につ

いては,各区とも馴致期間 3週間のうち最初の 1週間は子牛

育成配合飼料を,頭当り15～ 10りを給与した。

粗飼料については, A区はオーチャー ドライグラス主体

の青刈牧草を, B区及びC区は高水分グラスサイレージを
D区は道産牧乾草をそれぞれ漸次増量し,入牧予定日10日

前から自由摂取とした。

入牧前 3日 間と入牧後 2週間は, C区及びD区に対しビ

ートパルプを 2～ 1りずつ給与した。

A区を除く各区について,入牧前3日 間は青刈牧草を日

量 5～ 10り給与した。

与により入牧直後の栄養の低下を若千なりとも防止する効

果が認められた。また入牧後 TDNの 必要量を充足可能な
時期は各区とも5～ 6週 と推定された。

2 体重の推移
入牧時を100と して入牧後の各時期の発清状況をみると,

入牧後 1週 日の体重の低下は各区に共通してみられる力ヽ

その程度はD区が最も大きく以下 D区がこれに次ぎ,A区
と0区は僅少であった。

入牧後 2週 日においてAtt C区 は入牧時の体重をオー
パーしたのに反じD区は入牧時の体重に復し得なかった。

表 1区 の 構 成

区 頭数 給 与 飼 料
入 牧 前 3 週 間 入牧後 2週 間

-13日     -14日     -10日      -3日

ム

配 合 飼 料 ■5-コ
15り    20       26  自由青 刈 牧 草

B 6
配 合 飼 料 青刈5～ 10“

グラスサイレーシ 15     a       20  自由

C 6
配 合 飼 料

15     20         20   自由
青刈5～ 10

€-2s)v
2kg 1.O kg

グラスサイレージ E-,<tv2k4

D

`

配 合 飼 料

4     5       5  自由

青刈5～ 10

牧  乾  草 ピーパル 2
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図 l DMの必要量に対する充足率
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TDNの必要量に対ける充足率

刷致期間及び放牧後の増体

図 3体 童 の 発 青 指 数
(入牧時を100¢ として )

3 増 体
馴致期間及び入牧後

`週
間の増体は表2の とおりであっ為

刷致期間の増体はA区がDOでo∞りと最も良く,以下C

区 B区及びD区の順であり,また入牧後 6週間のDeは A

区が 055的と最も高く以下Ctt B区,D区の順であった。

4 糞の水分率
放牧牛, とくに幼令牛は入牧直後に下痢や軟便を伴いや

すく, このことが入牧直後の発育を阻害する要因のひとつ

るが,その後 A区は次第に高くなり入牧 1週で最高値を示

しその後わずかに低下する傾向がみられまたB区でも入牧

後急に上昇傾向がみられたがC区及び D区は入牧 しても急

激な上昇はなく,漸増傾向がみられた。
このことは, ビートパルプ給与による一次的な影響か,

あるいはピートパルプ給与による牧草摂取量の減少による

ものがその理由については検討を要するものと思われる。

4 ま

以上のことから,早ま 青刈牧草を利用し難い時期にお

ける馴致粗飼料として高水分サイレージは充分に利用し得

るものと思われる。しかし,牧乾草については,なお検討

を要するものと思われる。

また,入牧後若千の補助飼料を給与することにより,入
牧直後の栄養充足率の低下をわずかながらも防止すること

ができ, また糞中の水分をある程度低めることができた。

望lぽ
人牧経過3

図 2

表 2

といわれているが下痢や軟使を糞中の水分率でとらえ,そ

の推移を示したのが図 4である。

試験開始直前には各区とも83,前後の水分率を示してい

区
入 牧 前 3週 間 入 牧 後 6週 間 全 期 間

増 体 量 (DO) A対比 増 体 量 (DO) A対比 増 体 量 (DO) A

A
168た 9■  22
(080士 α lo)

‘
σ 牡
士
牢
』 027)

牲
士
¨
“

117

019)

B
122  ± 81

(058 士 o38)
フ26

laフ  士  ,7
(044土 o23)

ま19

( 04,

士

士

ス,

012)
770

C
130 ± 39
(062± 019)

227  ±  102

(054士 o24)
357  ±  128
(057 =ヒ  020)

895

D
10.7 t 69

( o.sl t o53 )
6,7

152 ±  58
(036 士 o14)

25,  IL  100

(o41 ± o16)


